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松尾小学校・豊岡小学校統合準備委員会 第 1 回代表者会議（第５回総務部会）要点記録 

 

１．日  時  平成 29 年９月 26日（火）18 時 30 分から 20 時 00 分 

２．場  所  松尾ふれあい館 ２階 農事研修室 

３．出席委員  17 名（欠席２名） 

４．次  第 （１）開会 

（２）あいさつ 

（３）報告 

①総務部会 

②学校運営部会 

（４）議題 

①校名候補の選定について 

②通学方法について 

（５）その他 

（６）閉会 

５．事務局説明者 学校再編推進室長ほか 

 

 

■報告（事務局／総務部会／学校運営部会） 

報告についての概要は次のとおり。 

【事務局の説明】 

○松尾小学校・豊岡小学校統合準備委員会 会議開催状況 

○統合準備委員会専門部会における主な決定事項 

○総務部会 開催状況、協議結果（経過報告） 

（校名候補の選定について、通学路・通学方法について、体操服・ジャージ等について、閉校記念

事業について、ＰＴＡ組織について） 

○学校運営部会 開催状況、協議結果（経過報告） 

（備品整理の仕方について、平成 30 年度の交流事業について、引越スケジュール(案)） 

 

【開催・協議状況について】 

・第１回統合準備委員会では、委嘱状の交付、正副委員長の選出、統合準備委員会の概要説明、ス

ケジュール等を協議（４月 27日）。 

・総務部会では、校名候補の選定方法、通学路・通学方法、体操服等の選定、ＰＴＡ組織、閉校記

念事業を協議（６月２日、６月 29日、７月 26 日、８月 23日）。 

・学校運営部会では、スケジュール、備品整理、交流事業等を協議（７月 14 日、８月１日）。 

 

【専門部会における協議（経過）事項について】 

《総務部会》 

・校名候補については、公募を行うこととし、両校の児童及び学区内の在住者を対象に、１人１

案を募集した。応募案の集計結果をもとに協議し、校名候補案を決定した。 
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・通学路・通学方法について、危険箇所や健康・体力面での懸念などを踏まえ、スクールバスを

導入するにあたっての運行ルートや乗車対象者などを協議し、統合によって遠距離通学となる

児童を対象にスクールバスを運行する方向性を決めた。運行ルートやバス停の位置などは今後

協議を続ける。 

・体操服、ジャージについては、平成 31年４月から新しいデザインに統一し、デザイン等は協議

を続ける。ハーフパンツは松尾中学校と同一のものであるため、変更しない。 

・閉校事業については、閉校から開校までのスケジュールを確認し、各校でそれぞれ計画してい

く。 

・ＰＴＡ組織については、両校の規約や事業計画等を共有し、各ＰＴＡ内で話し合いを進める。 

 

《学校運営部会》 

・豊岡小から松尾小へ移動する備品については、両校の職員で確認し、リストの作成等の準備を

進める。 

・平成 30年度の引越スケジュールについては、資料のとおりである。 

・交流事業については、２年生、５年生、６年生が校外学習などを通じて実施し、３年生の交流

事業も予定している。平成 30年度の交流事業も計画している。 

・教員の交流についても、救急法講習会を通じて実施した。 

 

➤報告に対する質問、意見なし。 

 

 

■議題 

議題についての概要は次のとおり。 

（１）校名候補の選定について 

【事務局の説明】 

○校名候補及び選定理由（案） 

○校名案集計 全合計 

○校名選定 これまでの意見のまとめ（要点記録より） 

○校名決定に関する今後の流れ（予定） 

 

【概要】 

・総務部会で出された意見や協議の経過を説明した。 

・校名候補の選定理由について、第４回提案時から精査したものを示した。 

➤質問、意見なし。 

 

【まとめ】 

・総務部会で確定した校名候補案及び選定理由については、了承された。 

・次回の統合準備委員会全体会で、校名候補及び選定理由を諮る。その後、教育委員会定例会、

議会定例会に諮る予定とする。 
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（２）通学方法について 

【事務局の説明】 

○スクールバスの導入について（案） 

○通学方法 これまでの意見のまとめ（要点記録より） 

 

【概要】 

・運行ルートはいいが、停留所の位置について、地域住民から意見が出ることが想定される。地

域の意見を聞いて、実態に応じて、ルートや停留所を設定することは可能か。 

 ➤可能である。バス停の場所の選定については、調整をしていない状況であるため、ご意見を

いただきたい。 

 

・スクールバスの導入について、統合によって遠距離通学となる児童を対象とし、２本の運行ル

ートを基本とすることでいいか。 

 ➤了承 

 

【まとめ】 

・スクールバスの導入については、統合によって遠距離通学となる児童を乗車対象の基本とする。 

・２本の運行ルートを基本とし、地域の実情にあわせたルートや停車場所については、今後協議

をする。 

 

 

■その他 

【事務局の説明】 

○校名決定に関する今後の流れ（予定） 

○今後のスケジュール（予定） 

 

【本日の結果（まとめ）】 

・校名候補及び選定理由については資料のとおりである。校名候補の選定理由については確認し

たところだが、一部補足したい。補足した選定理由については、第２回統合準備委員会で諮ら

せていただく。 

・通学方法については、統合によって遠距離通学となる児童を対象にスクールバスを導入する。

２本の運行ルートを基本とする。 

 

【今後のスケジュール】 

・第２回統合準備委員会全体会議を開催し、校名候補案を決定する。 

・11月以降、各専門部会を開催し、協議を進める。 

・第２回統合準備委員会全体会議は、10 月 16 日（月）18時 30 分から開催する。 


